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第１  はじめに 

 

◆子ども・若者参画特別委員会(通称：ジュニア・ユースチーム) 

令和６年(2024 年)に第 79 回国民スポーツ大会(国スポ)および第 24 回全国障害者スポーツ

大会(障スポ)を本県で開催するにあたり、子どもや若者の視点や発想を両大会の開催準備や県

のスポーツ推進に反映させることを目的に、開催準備委員会のもとに「子ども・若者参画特別

委員会(通称：ジュニア・ユースチーム)」が設置されました。 

この活動は国スポ・障スポを準備する他県にはない滋賀オリジナルの取組です。 

県内に居住、通学・通勤する小学５年生から大学生世代の子ども・若者を対象に募集があり、

今年度(第６期生)は小学５年生から大学３年生までの 36 名が活動しました。 

 

◆提言書ができるまで 

『マイスポーツを探せ!!』をテーマに、令和６年(2024 年)に国スポ・障スポの開催を控え

る中、年齢、性別、障害の有無に関係なく、誰もが気軽に楽しめるスポーツを体験し、県

民がスポーツに関わるきっかけや生涯にわたりスポーツに関わることができる方法につい

て考えました。令和元年８月の結団式から、７回の活動を行いました。活動前期は、仲間

づくり活動や eスポーツ、スポーツウエルネス吹矢、ボッチャ、フライングディスクの競

技体験および取材活動を行いました。なお、10 月 12 日に予定していたレクリエーション

スポーツの競技体験については、台風 19 号の接近により中止となりました。中期は、国ス

ポ・障スポ内定記念イベントでスポーツ体験会の運営を行いました。後期は、これまでの

まとめや「体験会運営の心得」、「マイスポーツを見つける６カ条」について意見を出し合

い検討しました。本提言書は３月 22 日に行われる活動報告会で発表する予定でしたが、新

型コロナウイルス感染拡大防止により中止になったため、発表の内容を提言書として取り

まとめたものです。 

 

これは、子ども・若者参画特別委員会（ジュニア・ユースチーム６期生）からの提言によっ

て、将来、両大会に関わり、参加する子ども・若者の視点や考えを両大会の開催準備や県のス

ポーツ推進等に反映させることを目的としています。 

滋賀県開催準備委員会におかれては、以上の趣旨を踏まえ、これらの意見を反映させていた

だくことを切に期待するものです。 

 

令和２年３月 22 日 

 

子ども・若者参画特別委員会 

（ジュニア・ユースチーム） 第６期生一同 
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第２  提言 

 提言１ 体験会運営について 

最初に、スポーツ体験会運営の経験をもとに、メンバーで体験会の心得としてまとめました

ので、紹介します。 

「体験会をするときの心得」、一つ目は、わかりやすい説明です。本物の競技用具を使用し

たり、絵や写真で視覚的にわかりやすくするとルールなどを覚えてもらいやすいと考えます。

また、小さな子どもや年配の方にもわかる簡単な説明ができると良いと思います。二つ目は、

宣伝です。SNS やチラシ、広報誌などを使い、体験会までに多くの方に知ってもらうことがで

きれば、参加していただく方が増えると考えます。三つ目は、体験会を開催する場所です。年

齢によって集まる場所が変わります。例えば、年配の方は各地域の商店街、家族連れは公園や

ショッピングモール等に多く集まっていると思われますので、そのような場所で年代に合わせ

た体験会が行いやすいと考えます。四つ目は、ルールの工夫です。年齢によってできないこと

もあり、どんな人にも体験してもらえるルールの工夫が大切だと考えます。以上が体験会運営

の心得になります。 

２ 



次に、スポーツ体験会の運営をとおして、

私たちが学んだことを報告します。 

「体験会で工夫できたことやうまくい

ったこと」については、誰にでもわかる言

葉で説明できたこと、デモンストレーショ

ンを行い、気軽に参加しやすい雰囲気をつ

くれたこと、さらに、担当以外の忙しい仕

事を手伝うといった臨機応変な対応がで

きたことが良かったと思います。 

 「難しかったこと、困ったこと」につい

ては、年配の方に声をかける、チラシを渡

す、小さい子どもにわかる言葉を選ぶとい

ったことなどで、特に、お客さんが体験で

失敗したときの対応や、お客さんのいない

時間帯の対応については、メンバーも苦戦

していました。 

 「お客さんの反応や様子」については、

家族全員で体験をされた方、どうしたらう

まくいくのかと質問してくださる方、何回

も挑戦される方、体験会の種目を始めたい

と考えていらっしゃる方など、多くの方に

楽しく体験いただいていると感じました。反対に、用具の使い方や体験用ルールが難しい競

技もあったように感じました。 

「体験会の良いところ」は、新しいスポーツを知ってもらったり、興味を持ってもらえるこ

と、スポーツをやってみようと思ってもらえること、幅広い年代の方に体験してもらえること

があります。さらに多くの人と関わることで、競技の魅力について直接伝えることができ、普

及にもつながっていくものだと考えます。 

「体験会をするときに注意すること」は、参加者や周囲の安全面の確保や競技用具などの衛

生面の対策、スムーズに運営できる役割分担をしておくこと、わかりやすい説明をすること、

待ち時間をつくらないことに気をつけたら良いと考えます。 

ここまでが、私たちが体験会を通して学んだことになります。 
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提言２ マイスポーツを見つける方法について 

 

４つの競技と体験会を経験してきた私達ですが、どの競技も楽しく、もっともっとみなさん

にスポーツに関わってほしい、生涯にわたってスポーツにふれてほしいと考えました。そこで、

スポーツを「する」「見る」「支える」という視点から、それぞれ、どの様なアプローチの仕方

があるのかについて、私たちなりに具体的に検討しましたので報告します。 

 

はじめに、スポーツを「する」につい

てです。アプローチの仕方の一つ目は、

スポーツ団体等に所属することです。ス

ポーツ団体等に所属することで同じス

ポーツをする仲間が増える、体力や技能

が向上する、競技の特性やルールを深く

知ることができるといった楽しみ方が

あると考えます。また、スポーツが趣味

になることで、生きがいや健康づくりに

つながると考えます。さらに、スポーツ

をしていない友達に声をかける、所属以

外の友達に話しかける、好きな有名人と同じスポーツをやってみることから始めることができ

ると考えます。課題は、住んでいる地域にスポーツチームがなければ参加できないこと、地域

や学校では経験できないスポーツも多くあることだと考えました。 

 

二つ目は、体験会や講演会に参加する

ことです。参加すると情報や知識を得て、

興味関心がうまれる、また一人でも参加

できる、地域や学校でニュースポーツが

できるといった楽しみ方があると考えま

す。さらに、有名人が体験会や講演会に

協力する、仲間と一緒に体験会に参加す

る、気軽にできるスポーツの体験会が実

施されると、スポーツに関わりやすくな

ると考えます。課題は、体験会だけでは

スポーツの魅力が十分に伝えられないこ

と、体験会の開催状況がわからないこと、一度きりの参加で終わってしまうことが予想されま

す。さらに、全ての世代の方々に体験会に参加してもらえる手段の検討が必要になります。 

４ 



次に、スポーツを「見る」についてです。

アプローチの仕方の一つ目として現地で

見ることです。入場料金やチケットを安

くする、チケット購入者に特典がある、

誰もが使いやすい施設やバリアフリーが

整っている施設がある、地域に根付いた

クラブチームがある、インパクトがある

宣伝やポスターを見ることで、現地でス

ポーツを見たいと思う人が増えると考え

ます。また、会場周辺で体験会があると

スポーツにふれるきっかけになること、

そろいのグッズで一体感のある応援をすることで面白さを見つけることができると考えます。

課題は、入場料金や観戦料金の価格設定の検討、会場駐車場の広さやアクセスの整備、県内開

催の試合を増やすこと、会場周辺を屋台やイベントなどで盛り上げることが必要だと考えます。 

 

二つ目は、メディアで見ることです。家

族や友達と一緒にテレビでスポーツ番組

を見ること、仲間同士でスポーツの話をす

ること、有名人にスポーツ番組に出演して

もらうこと、白熱した試合や注目する試合

の再放送があること、興味を引くＣＭがあ

ること、選手やチームの動きを分析したわ

かりやすい解説があると、観戦する人が増

えると考えます。またテレビでは、画面に

選手の成績等、様々なデータを表示するこ

とができるため、周りの人と共通の話題をもちやすくなりスポーツへの興味がわいたり、面白

さを発見しやすくなると考えます。課題は、テレビやラジオ、新聞等でスポーツイベント開催

の周知を行う必要があります。また、人々の関心の高いビッグイベントの開催を誘致すること

が必要だと考えます。 

 

 

 

 

 

 

５ 



次に、スポーツを「支える」について

です。アプローチの仕方の一つ目として

は、ボランティア、運営、裏方の立場と

してスポーツに関わることです。ボラン

ティアに参加したら、観戦チケットをプ

レゼントするなどの特典を付ける、一流

選手を間近で見るチャンスがあることな

どを広報する、学校や会社、地域でボラ

ンティアの日を設けるなどして、普段か

ら奉仕の意識を高める、チラシやＳＮＳ、

ＨＰなどにボランティアの活動内容の詳細を明記することで、興味を示す人が増えるのではな

いかと考えます。課題は、ボランティアの内容の検討が必要だと考えます。また、募集方法の

中に楽しみ方を紹介したり、参加特典をつけるなどＰＲする方法を検討することが必要となり

ます。さらに、ＳＮＳやチラシなどを活用しながら、ボランティア募集の情報を常に発信する

ことが大切だと考えます。 

 

二つ目は、伝える（知名度を上げる）

ことです。スポーツの裏方の仕事や、実

際にボランティアに参加された方のイ

ンタビューをメディアで放送するなど

すれば、活動の面白さが発信できると考

えます。また、大会前にＳＮＳ、広告、

新聞などで、スポーツの見どころを発信

したり、スポーツ選手が YouTube、ＴＶ、

イベントなどで直接競技の魅力を伝え

るとさらにスポーツが面白く伝わると

考えます。課題は、ＣＭ、メディアの使

用料金等が高額になるため費用面での検討が必要だと考えます。また、全ての人にスポーツの

情報が伝わる手段を検討しなければならないと考えます。 
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最後に、これまでの検討結果のまとめとして、「マイスポーツを見つける６カ条」と題し、

整理しました。 

７ 



 

一つめは、「部活動・クラブチームに入りスポーツをしよう！」 

二つめは、「とりあえず、一回やってみよう！～体験会・スポーツイベント～」 

三つめは、「レッツゴー 試合会場！～現地で熱を感じよう～」 

四つ目は、「テレビでスポーツを見てみよう！」 

五つ目は、「『ＯＮＥ ＴＥＡＭ！』～スポーツをみんなで支えよう～」 

六つ目は、「あなたの言葉で伝えてみよう！～＃スポーツ～」です。 

 

 

是非参考にしていただければと思います。  

今回のテーマは、「マイスポーツを探せ!!」ということで、そのための「きっかけ」を提案

しましたが、内容にもあります様に、それぞれに課題があります。課題克服のためには、行政

だけでなく企業や競技団体などたくさんの皆さんの力が必要です。スポーツを通じて、滋賀県

がもっと元気で健康になるよう、よろしくお願いします。 
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３ 振り返り

９



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26


